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誌二手ミ上蓋

　ヽ／
よ
み
は
下
に
掲
哉

ノ
の
泡
琵
琶
湖
を
浄
化

琵
琶
湖
の
水
質
浄
化
に
向
け
、
ナ
ノ
（
1
0
0
万
分
の
1
㍉
）
単
位
の
微
細
な
気
泡
を
生
む

装
置
で
湖
底
の
ヘ
ド
ロ
を
分
解
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
N
P
O
法
人
「
び
わ
瀾
ト
ラ
ス
ト
」

（
大
津
市
）
と
立
命
館
大
な
ど
が
1
1
日
に
開
始
す
る
。
装
置
で
使
用
す
る
酸
素
の
製
造
過
程
で

得
ら
れ
る
水
素
も
販
売
す
る
計
画
。
メ
ン
バ
ー
は
「
持
続
可
能
な
水
質
改
善
事
業
の
新
た
な
モ

デ
ル
を
作
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
千
葉
紀
和
】

琵
琶
湖
大
橋
の
南
側
に

あ
た
る
商
湖
で
は
近
年
、

ヘ
ド
ロ
が
厚
く
堆
積
し
、

水
質
汚
濁
や
温
暖
化
に
つ

な
が
る
メ
タ
ン
ガ
ス
が
発

生
し
て
悪
臭
の
原
因
に
も

気
泡
発
生
装
置
を
湖
に
設
琴
す

る
メ
ン
バ
ー
ら
＝
大
津
市
の
琵

琶
湖
で

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
因

と
し
て
、
湖
底
の
酸
素
量

が
少
な
く
バ
ク
テ
リ
ア

に
よ
る
分
解
が
進
ま
な

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
同
N
P
O
な
ど
が

酸
素
を
継
続
的
に
送
り

込
む
仕
組
み
を
研
究
し
て

きた。装
置
は
立
命
館
大
の
今

申
忠
行
教
授
（
環
境
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
と
機

械
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
西

研
デ
バ
イ
ズ
（
大
阪
市
）

な
ど
が
共
同
開
発
し
た
。

約
2
㍍
四
方
で
、
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
を
搭
載
し
て

浮
輪
で
浮
か
び
、
底
部
か

ら
水
中
に
棒
状
に
突
き
出

し
た
特
殊
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
の
羽
根
の
細
か
い
穴
か

ら
気
泡
を
噴
き
出
さ
せ
る

仕
組
み
。
超
微
細
気
泡
は

水
中
に
滞
留
す
る
た
め
湖

底
ま
で
届
き
や
す
く
、
バ

ク
テ
リ
ア
を
活
性
化
さ
せ

る
と
い
う
。

メ
ン
バ
ー
ら
は
昨
年
、

大
津
市
の
柳
が
崎
桟
橋
周

辺
で
湖
の
一
部
を
仕
切
っ

て
装
置
の
実
験
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
酸
素
呼

吸
し
な
が
ら
有
機
物
を
分

解
す
る
好
気
性
の
菌
が
増

殖
し
、
水
質
指
標
の
C
O

D
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

が
改
善
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
と
い
う
。

更
に
同
N
P
O
が
、
酸

素
供
給
の
効
率
を
高
め
る

た
め
、
気
泡
発
生
装
置
に

空
気
で
は
な
く
純
酸
素
を

使
う
方
法
を
考
案
。
水
患

電
気
分
解
す
る
装
置
で
飴

素
を
作
り
、
同
時
に
出
ヱ

水
素
を
燃
料
電
池
用
な
び

に
販
売
す
る
計
画
を
立
サ

て
い
る
。

同
N
P
O
の
高
木
順
珊

事
（
6
6
）
は
「
再
生
可
聾

ネ
ル
ギ
ー
で
水
を
電
細

し
、
水
素
の
販
売
を
通
－

て
税
金
に
頼
ら
な
い
湖
心

浄
化
シ
ス
テ
ム
を
目
化

す
」
と
話
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
1
1
［

午
後
2
時
か
ら
同
市
爪

琵
琶
湖
大
津
館
で
開
ノ

イ
ベ
ン
ト
で
披
露
さ
ん

る。

N
P
。
と
立
命
館
大
あ
す
ス
タ
ー
ト

県
教
委
と
京
大
が

教
育
連
携
で
協
定

京
都
大
と
県
教
委
は
9

日
、
連
携
し
て
教
育
に
取

り
組
む
た
め
の
協
定
書
を

締
結
し
た
。
京
大
は
高
校

と
の
連
携
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
同
様
の
協
定
は
京

都
府
、
京
都
市
、
大
阪
府

に
次
い
で
4
例
日
。
京
大

へ
の
進
学
者
が
多
い
磨

所
、
彦
根
喪
な
ど
県
立
H

高
校
を
指
定
校
と
し
、
京

大
の
教
員
が
高
校
生
向
け

に
特
別
授
業
を
行
っ
た

り
、
研
究
室
へ
の
訪
問
を

受
け
入
れ
る
。
ま
た
、
京

大
は
各
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
授
業
の
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
入
試
や
新

入
生
教
育
の
改
善
に
生
か

す。
県
教
委
に
よ
る
と
、
今

春
の
京
大
入
試
で
は
県
立

高
校
の
生
徒
や
出
身
者
が

2
2
0
人
志
膀
し
、
閑
人

が
合
格
し
た
。
県
出
身
の

京
大
学
長
2
人
を
輩
出
す

る
な
ど
、
以
前
か
ら
京
大

と
の
結
び
付
き
は
強
い
と

いう。

締
結
式
で
京
大
の
松
本

紘
学
長
＝
写
真
右
＝
は

「
変
革
の
激
し
い
時
代
、

た
く
ま
し
い
学
生
を
高
校

と
大
学
の
連
携
で
育
成
し

た
い
」
と
話
し
た
。
県
教

委
の
河
原
恵
教
育
長
＝

同
左
＝
は
「
京
大
と
の
濾

携
は
高
校
生
清
の
充
実
舶

抄
で
な
く
、
滋
賀
県
の
幼

育
力
を
高
め
る
こ
と
に
♯

つ
な
が
る
」
と
期
待
感
忠

示
し
た
。

【
五
十
嵐
和
大
山

国
重
文
の
豊
美
羅

復
元
模
写
を
公
開

金
剛
輪
寺
、
2
0
日
ま
で

湖
東
三
山

の
一
つ
、
金

剛
輪
寺
（
愛
荘
町
松
尾
寺
）

の
本
堂
で
、
同
寺
が
か
つ

デ
し
軒
撃
試
J
r
L
ハ
エ
レ
蚕
一
h
ル


